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電通デジタルと電通、データクリーンルーム分析を 
自然言語で支援する「Tobiras Agent」を開発 

－データクリーンルーム基盤の AI 化により、活用価値を拡大－ 
 

株式会社電通デジタル（本社：東京都港区 代表取締役社長執行役員：瀧本 恒 以下、電通

デジタル）と株式会社電通（本社：東京都港区 代表取締役 社長執行役員：松本 千里 以下、

電通）は、これまで高度な専門性が求められてきたデータクリーンルーム※1を用いた分析を、

自然言語による対話で支援する AIエージェント「Tobiras Agent」を開発し、運用を開始しま

した。2022年に発表したデータクリーンルーム分析基盤「Tobiras」※2の取り組みを発展させ

たもので、今回の AI導入により広告・マーケティング領域に携わる多様な立場の担当者が、専

門的なスキルや知識に依存せずに分析を行える環境が整います。まずは社内から運用を開始し、

順次、社外での利用の拡大を図ります。 

 

近年、プラットフォーム各社が提供するデータクリーンルームは、個人情報を保護しながら広

告効果の検証や高度なデータ分析が行える手段として広告・マーケティング領域での活用が広が

っています。一方で、これらの分析には SQL※3などの専門知識が必要であり、分析を担える人

材も限られることから、業務の属人化や意思決定スピードの低下が課題となっていました。こう

した状況を受け、電通デジタルと電通は、データクリーンルームをより多くの担当者が活用でき

る環境の構築を目的に、自然言語による対話を通じてデータ分析が行える AIエージェント

「Tobiras Agent」の開発を進めてきました。 

両社は 2022年に複数のデータクリーンルーム環境を一元管理する「Tobiras」を構築し、年間

1000件（累積数千件）を超える顧客への導入、運用、活用を通じて得られた実践知を dentsu 

Japanが提供する AI For Growth Marketing Agentsに反映させて運用しています。 

 

「Tobiras Agent」では、分析の目的や条件を自然言語で入力することで、データクリーンル

ーム上のデータを用いて、課題設定から分析クエリの生成、実行、結果の取得、内容の読み解き

までのプロセスを進めることができます。これにより、従来は専門人材や運用負荷の制約により

難しかった高度な分析を迅速に実行できるようになり、広告運用中のきめ細やかな改善や、戦略

立案と実行の同時推進が可能になります。広告主企業においては、意思決定のスピード向上と施

策精度の高度化により、マーケティング ROIの最大化が期待できます。 

 



 

「Tobiras Agent」は、プラットフォーム企業が提供するさまざまなデータクリーンルームを

一元的に運用できる仕組みを取り入れています。今回はその第一弾として、広告・マーケティン

グ領域で活用が進む Amazon Marketing Cloud※4に対応した分析エージェントを実装しまし

た。本日から開催される AWS Summit Japan※5において、「Tobiras Agent」をブース展示に

て紹介します。 

 

「Tobiras Agent」は、dentsu Japanが推進する「AI For Growth 3.0」における

“Measurement AI”領域の取り組みの一環として提供するものであり、今後、dentsu Japanの

「AI For Growth Marketing Suite」※6の「Media Flow」※7との連携も進めていきます。 

 

 

国内電通グループは“人間の知（=Intelligence）”と“AIの知”の掛

け合わせによって、顧客や社会の成長に貢献していく独自の AI戦

略「AI For Growth」を推進しています。 

  

AI For Growthについては、以下ウェブページをご確認ください。 

https://www.dentsu.co.jp/labo/ai_for_growth/ 

 

 

※1：データクリーンルームとは、個人情報を保護しながら、複数のデータを安全に分析するための仕組み。 

※2：Tobirasとは、複数のデータクリーンルーム環境での分析・運用を一元管理するシステム基盤。 

電通デジタルと電通、複数のデータクリーンルーム環境を一元管理する「TOBIRAS」を開発（2022年 8月 25日発

表）https://www.dentsudigital.co.jp/news/release/services/2022-0825-000040 

※3：SQLとは、データベースを操作・分析するための専門的なプログラミング言語。 

※4：Amazon Marketing Cloud とは、Amazonが提供する広告データ分析基盤。 

※5：AWS Summit Japanが、2026年 6月 25日（木）と 26日（金）の 2日間、幕張メッセで開催。

https://aws.amazon.com/jp/events/summits/japan/ 

※6：AI For Growth Marketing Suite とは、当社グループの長年の実践知を組み込んだ複数の「専門 AIツール」と、

AIエージェントプラットフォーム、データ統合・分析基盤によって構成される「統合 AIプロダクトシリーズ」。 

※7：AI For Growth Media Flow とは、10種類のマーケティング専門 AIエージェントがあらかじめ組み込まれて

おり、SaaS提供だけでなく、企業が既に利用しているさまざまな AIツールから当社の専門 AIエージェントをAPI

経由で呼び出して利用できる機能にも対応。 

以 上 

＜電通デジタルについて＞https://www.dentsudigital.co.jp/ 

電通デジタルは、国内最大規模の総合デジタルファームです。「人の心を動かし、価値を創造し、

世界のあり方を変える。」をパーパスに、生活者に寄り添うクリエイティビティとテクノロジー

を統合的に活用することで、あらゆるトランスフォーメーションを実現しています。クライアン

トの事業成長パートナーとして、共に新たな価値を創造することで、経済そして社会の「変革と

成長」を目指しています。 
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【リリースに関する問い合わせ先】  

株式会社電通デジタル コーポレートコミュニケーション部 

北川・宮本  Email：press@dentsudigital.co.jp  

 

【事業に関する問い合わせ先】 

株式会社電通デジタル データ&AIソリューションセンター 

   立原・高井 Email：tobiras_agent_dd@group.dentsu.co.jp 

mailto:press@dentsudigital.co.jp
https://esq365.sharepoint.com/sites/msteams_4221ca/Shared%20Documents/02_リリース/001_2026年/★電通/26-000_TobirasAgent/tobiras_agent_dd@group.dentsu.co.jp

